
1. に

　都市化における人口の による大 生 ・大

は、経済・ も あら る での 一化・ 化

をもたらした1 。 合住宅の においても、 代都市

の と である高 化・ 化 による の

が行われてきた。しかし、地域住民を とした部

住戸 と全 環 との対応関係による

的な人と人との関係性や 環 との関係性に関する

・研究は少ないと える。現在、 高 の 合住宅は

に 地域を た人口 化をもたらし、その

的な大きさから地域 までにも 化を えていると

考えられ、 高 住宅の は都市地域 においても

要課題の一 と える。

　 高 住宅は 地の高 と経済性を 本的な

としている。そのた 、 の住戸プ ンを さ 、

の 部 と なぐ となっている。 ・

・ ・ 部 の 合が なる事 もあるが、

性の高い 面 イ の が であり、 か

ら高 に至るまで 一プ ンの事 もある。それらを

数 合さ る 住 の場合も、住 の住戸プ ンに

はあるが、住 に 定された価 を に さ

れた 性の高い 面 イ の として に

されている が い。 者らは、これまで大

ー を対 として 環 と居住者の の

化との関係性に いて考 した。その で

1 という概念を 出し、 方 に 因した環

2 にもとづく 合住宅の を把握している 2 3 。

また、 イタ ンを対 とした高さの なる 住

における、居住者の 性と との 成を把握

し、 の研究を行っている 6 。本研究では、こ

れまでの成 を まえ 高 住宅の 住 における住戸

の 地 居住 による環 の 成に いて、人

住 の 住 における住戸の 地 住 の に る
実 域の に て
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に関する 生活 の 、 環 に対する と

環 に対する に する。それに対して、

生活 における「行動 」、「わたしのまち」と「

な 」、「 な 地」の 環 の 「にぎわい」、

「 住民意識」による、人と人との ながりである

環 の を 定し、調査を行う。そして、 目 の

の により 高 住宅の 住 における住戸の

地 居住 の環 による実態 域 3 の 成に い

ての考 を行う。本 では既 研究 3 の地域における環

の考 の展開として、 住 の ・

によって 成される居住者の環 に いて把握す

るた 、居住者の居住 と住戸の 地に着目し、住戸を

に面している と に面している に

する。また、 域 の 成要 ・ 域 から

性を把握し、比 を行う。さらに か

ら居住 に 因する 域の 化に いて し、考

を行う。そして、 高 住宅の 住 における住戸の

地 居住 の環 による実態 域の 成に い

て把握することを目的としている。

2. 地域と分

2.1 地域

　大 ー 21 を調査対 地域とした（ 1

1）。調査対 地域の高 住宅は多くの の高 住宅

と 様に 一 面 の であり、 環 居住

に 因する 性を把握する上で していると え

る。

2.2 要

（1 調査

第 1 ：2 2

第 2 ：2 、

（2 調査方

　調査方 ： ン ー 対 者は 高 に 当する

の 合住宅の居住者とした 2、 2 。 ン ー は

調査地の りをなくすた に大 ー 21 の

島 ・ ・ ・ 業 ・ 63 ・調査

対 の住 で行い、居住者の 性を明らかに

するた 現地にて 域 示 を いて行った。調査は、

ン ー 入 と 地 を使 し、調査対 者に対

して、「行動 に いて い出すもの、 的なもの、

的なものを数に りなく てく さい」などの

をし、 ン ー は調査 が 入する。そして、

地 に かれる 域は「あなたが のまち（よく る

まち）と じる はどこですか。地 に んでく さ

い。」などの によって、 者に 入してもらう。

な調査 目を 3 に示す。

2. 分

　本研究ではま 、「住戸の 地」に着目し、住戸が に

面している「 」と に面している「 」に

して、 域 を 成する。 に、既 研究 3 に

おいて定 した「 によって区 される居住 」

と「住戸の 地」 とに 域 を 成する。なお、

本研究では区 された居住 を （第一 以

）・ ・高 （第一 第 ）・

高 （第 以上）と する。そして、「居

住 」と「住戸の 地」による 域面 の 化と

方 における 住民意識の 化を する。以上

により住戸の 地 居住 による環 の 成を

・考 する。
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. 域 お 要 目 の

　「居住 」と「住戸の 地」による居住者の 型（

） に 成した 域 （「行動 」）を 2 3 に、

域の 成要 目上 （「行動 」「わたしの

まち」「 な 」「 な 地」「にぎわい」「 住

民意識」）を 2 3 と 6 に示す。 のプロ

は 域の 成要 を し、 ーセン ー は

域を た時、 者の がその 域を してい

るかを している（以後、 と ）。 域

およ 域の 成要 目上 から、居住者全

の の高い場 やその広がり、 の 成の要因

や となる 成要 などを し、 型 の全 的な

を のように考 した。

（1 「行動 」

全 ： と の居住者ともに「 ー

21」の が高く、大 ー 21 を に

島方 へ く している。

： の居住者は 、 地、 、 島地

域までの対 地域に 域が広がり、 の居住者

は より どき方 に 域が広がる がある。

また、 の居住者は より 京都 63

に が高い。 成要 に いて、 の居住者

は対 地 の地域に関する「 ー 21」「 島」

の が高く、 の居住者は に関する「 が

多い」「 」と「 識しない」の が高い（ 2）。

・高 ： の居住者は 、 地、 、

どき地域までの対 地域に 域が広がり、 の

居住者は より 島、 、 、 町方

に 域が広がる がある。 成要 に いて、

の居住者は対 地 の地域に関する「 島 」「

ー 21」と「 い 」に関する 目の が高く、

の居住者は に関する「 が多い」「 」の

が高い（ 3）。

高 ： の居住者は 、 島などの ー

21 の い地域に 域を広がり、 の居住者

は より 、 地、 、 どき、 島、 、 、

町までの対 地域に 域がかなり広がる

がある。 成要 に いて、 の居住者は「 ー

21」、 通に関する「 島 」と「 」に関する

目の が高く、 の居住者は に関する「

」「 」と「 識しない」、また、 定の 高

住 に関する「セン ュ ー ー タワー」の が

高い（ ）。
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（2 「 な 」

： と の居住者ともに に関

する「 」と「 」の が高い。 の居

住者は 地域に関する「 島 い」と対 地

の 定場 に関する「 生 」を上 に し、

の居住者は対 地 にある多 の 目を し

やすい。 の居住者は 地域に関する「 ー

ー （ い）」と に関する「 」

の かに「 」上 に し、 の居住者は

に関する 目を しやすい（ ）。
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・高 ： と の居住者ともに

に関する「 」「 」と対 地 の 定場

に関する「 生 」の が高い。 の居住者

は「 」を一 しているが、 の居住者は「

」を一 している（ 6）。

高 ： と の居住者ともに に

関する「 」「 」と対 地 の 定場 に

関する「 大 」の が高い。 の居住者ともに「

」を一 している（ ）。

（3 「 な 地」

： と の居住者ともに に関する

「 」と「 ー 21」の が高い。

の居住者は「 」の かに「 島 」を上 に

し、 に関する 目を しやすいことがわかる。

の居住者は「 ー 21」の かに「住まい

に い」を上 に し、居住地に関する 目を く

しやすい（ ）。

・高 ： と の居住者ともに に

関する「 」と「 ー 21」の が高い。

の居住者は「 島 学 」を上 に し、

の居住者は 地域に関する「 島 い」を上

に している（ 6）。

高 ： と の居住者ともに に関す

る「 」と可 性に関する「住まいから見える 」、

また「 ー 21」の が高い。 の居住

者は 地域に関する「 い」を上 に し、

の居住者は に関する「 島 」を上 に

している（ ）。

（ 「にぎわい」

： と の居住者ともに 業に関する

「 」と 通に関する「 島 」「 島 」

の が高い。 の居住者は「 島 」の かに「

京都 63 」を上 に し、 通に関する 目を

しやすい。 の居住者の一 多い は「 識

しない」であり、 定の 目を しない があると

考えられる（ ）。

・高 ： と の居住者ともに 業に

関する「 」と 通に関する「 島 」な

どの 目、また、対 地 の 定場 に関する「

通り」などの 目の が高い。 の居住者は「

」を一 し、 ・高 の居住者に対して、

業に関する要 が しやすいと考えられる（ 6）。

高 ： と の居住者ともに 業に関す
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る「 」と 通に関する「 島 」、また対

地 の 定場 に関する「 通り」の が高い。

の居住者は「 町」を一 している（ ）。

（ 「わたしのまち」

： の居住者は居住地の「 ー 21」

と対 地 の「 島」、 通に関する「 島 」の

が高い。（ ）。

・高 ： の居住者は居住地の「 ー

21」と 通に関する「 島 」の が高くみられ、

じ 成要 の 目に い 合で していることがわ

かった。（ 6）。

高 ： の居住者は居住地の「 ー

21」と 業に関する「 」、 通に関する「 島

」の が高い。（ ）。

. における との 域の と

の に て

　 では 域の広がりの様 と 成要 の

の から 型 の 的な を考 した。本 では

域面 の定 的な も え、 型の比 から

性を考 する。

の上部は、 居住 の 域の面 を

として 化したものである。 は居住 の 化に

う 域の面 の 化を示している。 の

域の面 は （ から へ広がり、 は

へ広がっている。本 ではこれを全住 の 域の

化の を え、 する（以 、 化と

する）。 部は 型 に 居住 の 域面 の

値を 化したものである。 い一 は 、

の ン は ・高 、 ーの り しは

高 を示している。 目 に三者の 成を （

）と （ ）で比 することで を 的

に考 することが出来る である。なお 部に し

た は居住 の 面 を上から広い に示している。

以 に、 域の 化を えた 型の比 から

性を する。

（1 「 住民意識」

： と の居住者ともに 部に

域が広がる があり、 の居住者は 1 の

に 域を 成している。全 的に の

域は している 。

・高 ： の居住者は上部と 部に

域が広がる があり、 の居住者は 部に

域が広がる がある。全 的に の 化は

している 。

高 ： の居住者は上部と 部に 域が

広がる があり、 の居住者は 部に 域

が広がる がある。全 的に の 域は し
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ている 。

全 ： の居住者は「 住民意識」の

域の広がりが全 的に の を 成し、上 へ

くなる がある。全 的に 域の 域を 成して

いる 。

（2 「にぎわい」

： の居住者は に 域が広がる

があり、 の居住者は 部に 域が広がる

がみられる。 。

・高 ： の居住者は に 域が広

がる があり、 の居住者は 部に 域が

広がる がある。 。

高 ： の居住者は 部に 域が広がる

があり、 の居住者は上部に大きく広がる
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がある。全 的に の 域は している 。

全 ： に住む の居住者は「にぎわい」の

域の広がりが に し、 の居住者

は上 へ くなる があり、 ・高 に広く

している。 の居住者は上 へ広くなる が

あり、 高 に広く している。よって、 に

住む ・高 の居住者と に住む 高 の居

住者は「にぎわい」の 域が広がりやすいといえる

。

（3 「 な 地」

： の居住者は 部に 域が広がる

があり、 の居住者は上部に 域が広がる

がある。 。

・高 ： の居住者は上部に 域が広

がる があり、 の居住者は 部に 域が広

がる がある。 の 化は 部に している

。

高 ： の居住者は上部と 部に 域が

広がる があり、 の居住者は 部に 域

が広がる がある。 の 化は している

。

全 ： の居住者は「 な 地」の 域の広

がりが全 的に し、 ・高 に広く している。

の居住者は 高 の 域は く す

る があり、 のの居住者は「 な 地」の

域を に く している。全 的に 域の

域を 成している 。

（ 「 な 」

： の居住者は 部に 域が広がる

があり、 の居住者は上部に 域が広がる

がある。 。

・高 ： の居住者は上部と 部に

域が広がる があり、 の居住者は 部と 部

に 域が広がる がみられる。全 的に の

域は している 。

高 ： の居住者は上部と 部に 域が

広がる があり、 の居住者は 部に 域

が広がる がみられる。全 的に の 域は

している 。

全 ： の居住者は「 な 」の 域

を上 へ広くなる がある。 の居住者は ・

高 の 域が い、 の居住者は

の 域が い がある。また、 のの居住

者は「 な 」の 域を 高 において広く

している。全 的に 域の 域を 成している

。

（ 「わたしのまち」

： の居住者は 部に 域が広がる

があり、 の居住者は 部に広がる がある。

全 的に の 域は している 。

・高 ： と の居住者ともに上部に

域が広がる があり、全 的に の 域

は している 。

高 ： の居住者は 部に 域が大きく

広がる があり、 の居住者は上部と 部に大き

く広がる がある。全 的に の 域は一部

している 。

全 ： の居住者は「わたしのまち」の

域を上 へ くなる がある。 の居住者は

高 の 域が い、 の居住者は ・

高 の 域は く する がある。また、

のの居住者は「わたしのまち」の 域は広く

している。全 的に広域の 域を 成している

。

6 「行動 」

： の居住者は上部に 域が広がる

があり、 の居住者は 部に広がる がある。

全 的に の 域は している 。

・高 ： と の居住者ともに 部に

域が大きく広がる があり、 の居住者は

の広 に 域を 成する。全 的に

の 域は している 。

高 ： の居住者は上部と 部に 域が

広がる があり、 の居住者は 部に広がる

がある。全 的に の 域は している 。

全 ： の居住者は「行動 」の 域の広が

りが全 的に の を 成し、 の居住者は上

へ くなる があり、 の居住者は上 へ

広くなる がある。 の居住者は の

域を広く、 の居住者は 高 の

域を広く する がある。全 的に広域の 域

を 成している 。

. における 住 に て

　 では住 に対する環 の から

性を考 した。高 住宅においては住 に えて、
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住 部も居住者にとっての地域環 と える。そこで

本 では、居住者の住 部に対する環 として「

住民意識」に着目して考 を行う。戸 て住宅 にお

いて が 住民意識の 成要因となり る 環

であるように、高 住宅において上 の住戸は居住

者にとって 住民意識の 成要因となり る 環

の一部である。そこで本 では までに られた

性に え、 型 の住 部に対する 住民意識を

考 する。

　 6 は までと 様の 型 とに、 方 におけ

る 住民意識の「 の 化」と「 ながりの広さ

と ながり方」を 化したものである。

　ま 、「 の 化」は 6の の が示している。

これは の 化を 型 に 化したものである。本

における とは、上 方 の 住民意識を

う において、 の があった人数を の

者数で した 合である。なお 出は 型 に行った。

この を 数に応じて することで を 成

した上で、プロ を で ない が 6 の

の である。 は （ ）を示し、 は 数

を示している。本 ではこの において が に

広がる ど 「 住民意識の」 が高いと する。

に、「 ながりの広さと ながり方」は の が示し

ている。本 における 方 の「 ながりの広さ」とは、

上 方 の 住民意識を う から た「上 、

住宅全 」などの居住 を いで 住民意識を 成す

る の である。この を示すのが の さであ

る。そのた 本 では が い ど「 ながりの広さ」

が広いと する。また の さは あり、 い

は 一 一 の そのものを示している。 い

の は「住 全 」であり 数の の をまと

て示している。これは では 21 、 では 1

の居住者が を「住 全 」と したた である。

　そして、「 ながり方」を示すのが の のプロ

である。これは「 ながりの広さ」において が

い に される 数、すなわち が される居

住者（住 全 を する居住者を く）の人数を

に 成したものである。プロ は 出値から定 した

の三 の を示している。

： と ともに 人以上の 者が

している

支 ： あるいは に 人以上の 者が

している

内
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： あるいは に 3 人の 者が し

ている

本 では上 三 を ながりの 続の程 を示す と

して する。以 に 方 における 住民意識の

「 の 化」と「 ながりの広さと ながり方」を

する。

全 ： 方 の 住民意識に関する上 の

に いて、「 しない」の は 6 であり、「

する」の は 33 である。

： の居住者は上部に い ながりがある

支 の ープを にし、 部に で上

と ながる 造を 成している。 の居住者は

部にある程 ながりがある を に上 と

ながる 造を 成している。よって、 方 における

住民意識に いて、 で は より

定した上 関係があると考えられる。

・高 ： の居住者は上部で ともに

方 における 住民意識に関する い ながりがある

の ープを 成している。 の居住者は

を にし、上部と 部に支 の ープ

を 成している。また、 部に の ープを

成し、 の支 の ープが ながる がみら

れた。 の居住者は を にし、 部に

一 の支 の ープを 成している。また、上部

と 部に 数の の ープを 成し、上 と

ながる がある。よって、 方 における 住民

意識に いて、 ・高 で全 造の とし

て上 を ながる の ープを 出でき、

は を に上 と ながる 造を 成して

いる。また、 は よりやや い上 関係が

あるといえる。

高 ： の居住者の 方 における 住

民意識の ながりは住 全 を する居住者以

ない。 の居住者は 部に一 の支 を 成

し、上部と 部に の の ープを 成し、上

との ながりを 成している。よって、 方 に

おける 住民意識に いて、 高 で は上

の 住民意識を ながる 造を 成しておら 、

は より い上 関係があるといえる。

. と

高 住宅の 住 における住戸の 地 居住 の

環 による実態 域の 成に いて以 に する。

（1 生活 における「行動 」、「わたしのまち」の

による実態 域の 成に いて

　3 の 成要 の により、 と 高 で

の居住者は居住地と の地域を し、 ・高

で の居住者はさらに より 生活に関す

る「 い 」の要 も し、 の居住者の 生

活 は 生活や地域と 着する 生活 を 成して

いる。また、 の の居住者はさらに じ

の の 成要 より に関する要 も し、

の居住者の 生活 は居住地 の や な

どの要 と一 化することで 域を 成しているこ

とがわかった。

（2 「 な 」、「 な 地」の 環 の によ

る実態 域の 成に いて

　3 の 成要 の により、 で と

の居住者とともに 、 地域、 に関する要

と などの要 を 、 、面で 的に する

がある。また、 ・高 で の居住者は 、

などの要 と の 環 を全面的に し、

の居住者は 地域に関する要 、 、 など

の要 と一 化することで の要 のみ する

がある。そして、 高 で の居住者は に関

する要 、 、 の要 と可 性に関する「住ま

いから見える 」を一 化することで 上と 上の要

を部 で する がある。 の居住者はさら

に の 成要 より 地域に関する要 も し、

、 、面で 的に する がある。

（3 「にぎわい」の人と人との がりである 環 の

による実態 域の 成に いて

全 の居住者は「 」を 成要 として く

している。 において、 の居住者は「

京都 63 」、「 通り」およ 「 島 」を 成

要 として く し、 の居住者は「 島 」、

「スー ー」を 成要 として く している。 ・

高 と 高 において、居住者は「 」、「

島 」およ 「 通り」の 地域を一 的にと

らえ している。これに え、 高 における

の居住者は を てた対 の「 町」まで

している。

（ の 成要 の により、住戸の 地およ 居住

の環 による実態 域の 成と 化に いて、

目 における と における環 の 成

を に示す。 は住戸の 地 居住 の
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環 による実態 域の 化と の を示してい

る。

（ 方 に された 住民意識に いて

　 と の 方 における 住民意識の上

の ながり方として 、支 、 を

把握し、 住民意識の上 の ながりの さを把握

することができた。

　以上、 高 住宅の 住 における住戸の 地 居

住 の環 による実態 域の 成に いて把握した。

本 の成 は、 ・都市地域 と一 となった 高

住宅の 住 の において な となり ると

考えられる。
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）時実 ：時 を すること 1 1

1 ）時実 ：人 であること 1

1） 居住 における 域面 において が

する 。 域面 、 居住 の を 成し、

を 合わ 、 域の の なる

を としている。

2）環 ：環 は 的（空 的）環 一文化環 をと

もに示す概念である。「環 」はこうした広い意 での環

に対する人 の プロセスを り うものである。本研究

では比 的 ロス ー の地域空 を対 としているた 、環

に いての という意 で「環 」という 成概念

を いる。

　 博・ ：都市居住者と 者の環 に関する研究

　（1） （2 、 本 学 文 3 6 、32 、1 1、1 2

3）実態 域：本研究 文でいう 域とは「実態 域」を指す。

「実態 域は 、まとまりの存在 態として地域 と地域活動、

あるいは地域要 （地域 態、地域 能）の関係により多様に

現され、 えて時 によっても 化している。」

、 信 か： 域的 、 人 、

6 、 3 3

） 域：生活場面のなかで人々が している場 や事 の

地 的広がりを 域と 。 域という概念には なる地

的広がりという意 の に、より 人の行動に 着した り、

生活 という意 を まれており、 の 住のなわ り

学 において「ある 人や が あるいは たちのものと

いう意識を ち、そこを支 するとこ の一定の空 である」と

定 される「生活 域」がよく られている。このように、 、

支 、 という空 との関係を 生活 域に対して、

域は「 っている」場 や事 （行ったことのないものを

て）の地 的な広がりを意 している。

本 学 ・都市 のた の空 学事 、 上 院、

2 、 1

） 域 示 ： 域調査の として既 研究 において実

しており、調査対 地域をよく している 者を対 とし

た場合に であり、 の住居の 地区などの、比 的 定

された 地域の空 を対 とした研究に している。 の

や広がりなどの 的な 面 けでなく、 者の 部にある空

の れ目を示してもらうことにより、 的にその 造を う

とするものである。対 者は、 生活の で 成される地域に

対する時 的な 識のプロセスにおいて 成される 域に

いて調査するた 、 学生（12 ）以上を対 とする。時実
1 は、「時 を すること」「人 であること」において、

時 を すこと が しく使いこな るには、1 をまた な

らないと している。調査は、 ン ー 入 と 地 を

使 し、 本的に ン ー は調査 が 入し、 地 に

かれる 域は 者に 入してもらう。

6） 成要 ： 域の 成要 、 的要 、 的要 、面的

要 、時 動要 に する。 成要 のまとまりを

することは地域における 域の把握において 要である。

） ：ある地区において、 人 ンプ が する場

の がその地区の 者が る 合。その場 においての

の を示す値 （ 目数 者数） 1

　 の に ）山 大 ： 高 住宅

の 住 における居住者の環 に関する研究 本 学

文 第 3 　第63 1 2

） 化を示す は居住 の 域面 の 値を従 数

居住 を 数とする 上の に 当する。

の 成そのものが本研究の 目的ではないので 係数の 意

性の 定に いては する。
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